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目
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
一
つ
に
元
別
荘
で

か
つ
て
の
高
級
旅
館
「
起
雲
閣
」
が
一
般
開
放

さ
れ
て
、「
名
所
」が
で
き
た
点
も
指
摘
さ
れ
る
。

訪
れ
た
７
月
９
日
の
土
曜
は
生
憎
の
雨
模
様
。

Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
か
ら
徒
歩
20
分
に
位
置
す
る
が
、

雨
脚
が
激
し
く
て
バ
ス
に
乗
っ
て
訪
れ
た
。
尾

崎
紅
葉
作
『
金
色
夜
叉
』
の
お
宮
・
寛
一
像
が

置
か
れ
た
サ
ン
ビ
ー
チ
沿
い
を
西
に
走
っ
て
か

ら
到
着
し
た
。
木
造
の
表
門
付
近
に
は
朝
顔
の

紫
色
の
花
が
鮮
や
か
に
咲
い
て
い
た
。

起
雲
閣
の
敷
地
は
９
１
７
２
平
方
メ
ー
ト
ル
。

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
９
棟
１
門
で
延
べ
３
５

０
３
平
方
メ
ー
ト
ル
。
１
９
１
９（
大
正
８
）年

に
「
海
運
王
」
と
い
わ
れ
る
内
田
信
也
（
１
８

８
０
～
１
９
７
１
）
が
母
の
療
養
先
と
し
て
和

館
２
棟
を
建
て
た
。
東
武
電
鉄
を
興
し
た
「
鉄

道
王
」
の
根
津
嘉
一
郎
（
１
８
６
０
～
１
９
４

０
）
が
１
９
２
５（
大
正
14
）年
に
購
入
し
、
１

９
２
９（
昭
和
４
）年
と
１
９
３
２（
昭
和
７
）年

に
洋
館
各
１
棟
を
建
て
た
。
戦
前
の
熱
海
に
は

三
大
別
荘
が
あ
っ
た
。
旧
根
津
邸
の
ほ
か
、非

公
開
の
岩
崎
別
荘
、今
は
な
き
住
友
別
荘
の
三

つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
今
も
公
開
さ
れ
て
い
る

の
は
旧
根
津
邸
だ
け
で
希
少
価
値
が
あ
る
。

な
ぜ
起
雲
閣
と
呼
ば
れ
る
の
か
？　

戦
後

◆
熱
海
「
三
大
別
荘
」
の
一
つ

近
年
、
静
岡
県
熱
海
市
の
観
光
が
Ｖ
字
回
復

し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
の
宿
泊
客
数
（
入

湯
税
ベ
ー
ス
）
は
３
０
８
万
人
に
達
し
、
14
年

ぶ
り
に
大
台
に
乗
っ
た
。
２
０
１
１
年
の
２
３

６
万
人
を
最
低
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
人
気
復

活
の
理
由
は
い
く
つ
も
挙
げ
ら
れ
る
。
景
気
低

迷
の
な
か
近
場
の
観
光
が
再
評
価
さ
れ
た
こ

と
、
映
画
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
お
し
ゃ
れ
な
飲
食
店
が

増
え
た
こ
と
、
昭
和
レ
ト
ロ
の
ま
ち
な
み
が
注

直
後
の
１
９
４
７
年
、
石
川
県
で
大
き
な
旅
館

を
経
営
し
て
い
た
櫻
井
兵
五
郎
（
１
８
８
０
～

１
９
５
１
）
が
購
入
し
て
高
級
旅
館
に
改
装
し

た
。
し
か
し
旅
館
は
１
９
９
９
年
に
廃
業
。
土

地
建
物
が
競
売
物
件
に
な
っ
た
も
の
の
、
買
い

手
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
熱
海
市
長
の
諮

問
団
体
・
あ
た
み
女
性
21
会
議
が
「
市
で
買
い

取
っ
て
貴
重
な
文
化
財
を
残
そ
う
」
と
の
運
動

を
始
め
た
。
女
性
た
ち
の
熱
意
に
押
さ
れ
る
形

で
、
同
市
は
２
０
０
０
年
、
12
億
円
で
買
い
求

め
た
。
現
在
は
市
の
登
録
文
化
財
と
な
り
、
大

人
５
１
０
円
で
見
学
で
き
る
。
音
楽
会
や
美
術

展
な
ど
の
貸
会
場
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

◆�

市
民
に
よ
る
管
理
運
営

「
ま
た
お
越
し
く
だ
さ
い
ね
っ
」。
女
性
２
人

が
、
見
学
を
終
え
た
入
館
者
た
ち
に
笑
顔
で
声

を
掛
け
て
い
た
。
黒
い
上
着
に
白
い
ス
カ
ー
ト

姿
の
館
長
・
中
島
美
江
（
１
９
４
７
年
生
ま
れ
）

と
白
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
大
き
な
玉
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
つ
け
た
副
館
長
・
千
葉
む
つ
み
（
１
９
５
６

年
生
ま
れ
）
だ
。
女
性
ば
か
り
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
た
み
オ
ア
シ
ス
21
（
会
員
27
人
）
が
市
か
ら

指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

同
理
事
長
も
務
め
る
中
島
は
横
浜
育
ち
で

結
婚
後
に
熱
海
に
移
り
住
ん
だ
。「
夫
は
銀
行

員
。専
業
主
婦
で
社
会
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
ぐ
ら
い
。

そ
ん
な
私
が
、
市
長
の
諮
問
団
体
・
あ
た
み
女

性
21
会
議
の
代
表
を
拝
命
し
て
、
ま
ち
の
活
性

化
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
」
と

振
り
返
る
。
同
会
議
が
提
言
し
た
の
は
主
に
四

つ
。
一
つ
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
、
二

つ
に
起
雲
閣
の
保
存
、
三
つ
に
丹
那
ト
ン
ネ
ル

の
湧
水
の
商
品
化
、
四
つ
に
市
内
の
特
産
品
・

橙
（
ダ
イ
ダ
イ
）
を
活
用
し
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド

づ
く
り
、
で
あ
る
。
な
か
で
も
起
雲
閣
の
保
存

問
題
に
本
腰
を
入
れ
た
。

「
売
却
後
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替

え
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
講
演
会

を
開
い
て
歴
史
を
勉
強
し
た
。
旅
館

の
女
中
頭
さ
ん
が
新
潟
県
長
岡
市
に

ご
健
在
と
聞
き
、
自
己
負
担
で
聞
き

取
り
調
査
に
出
向
い
た
。
次
第
に
価

値
が
分
か
り
始
め
、『
絶
対
に
残
さ

な
き
ゃ
駄
目
』
と
決
意
し
た
」

◆�

文
人
た
ち
が
泊
ま
っ
た

歴
史

副
館
長
の
千
葉
は
熱
海
生
ま
れ
。

「
高
級
旅
館
な
の
で
名
前
は
知
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
壁
の
周
囲
に
木
々
が

生
い
茂
り
、
中
が
見
え
な
か
っ
た
。

議
員
視
察
に
同
行
し
て
内
部
を
見
た

瞬
間
、豪
華
さ
に
息
を
呑
ん
だ
」
と
振
り
返
る
。

洋
館
は
仏
ア
ー
ル
デ
コ
や
英
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式

を
用
い
た
造
り
で
、
天
井
に
華
麗
な
装
飾
が
施

さ
れ
て
い
る
。ロ
ー
マ
風
浴
室
も
設
け
ら
れ
た
。

欧
州
貴
族
の
館
と
見
間
違
う
ば
か
り
だ
。
和
館

の
造
り
も
丁
寧
で
、「
孔
雀
の
間
」
で
は
舟
橋

聖
一
が
執
筆
の
た
め
泊
ま
り
込
み
、「
大
鳳
の

間
」
に
は
太
宰
治
が
玉
川
上
水
で
情
死
す
る
３

カ
月
前
に
女
性
と
宿
泊
し
た
。
山
本
有
三
、
志

賀
直
哉
、
谷
崎
潤
一
郎
、
武
田
泰
淳
な
ど
日
本

を
代
表
す
る
作
家
に
愛
さ
れ
た
。
２
０
０
０
年

11
月
28
日
か
ら
一
般
公
開
す
る
と
と
も
に
、
改

装
し
て
音
楽
サ
ロ
ン
と
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
備

え
、
市
民
の
集
う
文
化
施
設
に
衣
替
え
し
た
。

オ
ア
シ
ス
21
が
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ

て
い
る
の
は
２
０
１
２
年
度
か
ら
（
一
部
の
時

期
を
除
く
）。
そ
の
後
利
用
者
数
は
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
市
直
営
時
代
、
年
間
入
場
者
９
万
人

前
後
だ
っ
た
有
料
入
館
者
が
、
２
０
１
５
年
度

は
12
万
人
を
超
え
た
。
入
館
料
収
入
、
喫
茶
売

上
、
貸
館
使
用
料
も
右
肩
上
が
り
に
な
っ
た
。

市
生
涯
学
習
課
の
文
化
施
設
室
長
、
小
林
啓
一

まちづくり

第3回

静
岡
県
熱
海
市
の

元
旅
館
「
起
雲
閣
」

女
性
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の「
お
も
て
な
し
」

NHK連続テレビ小説「花子とアン」の撮影も行われた起雲閣
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（
１
９
６
８
年
生
ま
れ
）
は
笑
み
を
浮
か
べ
な

が
ら
「
オ
ア
シ
ス
の
み
な
さ
ん
の
努
力
に
は
本

当
に
頭
が
下
が
る
。
丁
寧
な
掃
除
、
庭
や
花
の

手
入
れ
な
ど
女
性
目
線
で
の
お
も
て
な
し
が
行

き
届
い
て
い
る
。
入
館
者
か
ら
感
謝
の
気
持
ち

を
記
し
た
手
紙
も
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
」

と
評
価
す
る
。
喫
茶
で
は
、
オ
ア
シ
ス
21
が
商

品
化
し
た
橙
の
マ
ー
マ
レ
ー
ド
入
り
紅
茶
が
お

い
し
い
と
好
評
だ
。指
定
管
理
者
制
度
の
う
ち
、

同
市
が
日
々
の
収
入
を
受
け
取
る
料
金
収
受
代

行
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
収
入
額
が
当
初
目

標
を
上
回
っ
た
場
合
、
経
営
努
力
を
認
め
て
一

定
額
を
オ
ア
シ
ス
側
に
戻
す
契
約
だ
。
２
０
１

５
年
度
に
は
市
が
約
２
８
８
万
円
を
オ
ア
シ
ス

21
に
支
払
っ
た
。
そ
れ
だ
け
女
性
た
ち
が
頑
張

っ
た
わ
け
だ
。

◆
文
人
墨
客
ゆ
か
り
の
熱
海

筆
者
が
訪
れ
た
際
、
20
代
前
後
の
若
い
女
性

た
ち
が
多
く
見
か
け
ら
れ
た
。
広
い
庭
を
散
策

す
る
と
ほ
っ
と
す
る
ら
し
い
。
春
は
梅
や
桜
、

夏
は
ア
ジ
サ
イ
な
ど
季
節
感
が
あ
る
。
有
難
い

こ
と
だ
が
、
千
葉
は
「
こ
れ
以
上
入
館
者
が
増

え
る
と
、
建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
に
は
混
雑
し
過
ぎ
る
恐
れ

も
あ
る
」
と
懸
念
し
た
。
入
館
者
急
増
対
策
が

急
務
と
な
っ
て
き
た
。
市
側
の
小
林
は
「
見
学

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
た
い
。
文
人
を
紹

介
す
る
場
所
は
旅
館
時
代
の
和
館
１
階
だ
け
だ

が
、
公
開
し
て
い
な
い
同
２
階
に
も
著
名
作
家

を
紹
介
す
る
部
屋
を
設
け
る
な
ど
、
熱
海
に
ゆ

か
り
の
あ
る
文
化
人
を
も
っ
と
顕
彰
で
き
れ
ば

…
…
。
熱
海
に
は
作
家
や
文
化
人
ゆ
か
り
の
施

設
が
多
く
、
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
セ
ン
タ
ー
機

能
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
意
気
込
む
。

小
林
の
言
葉
通
り
、
熱
海
に
は
文
学
者
、
美

術
家
、
音
楽
家
ら
が
多
く
暮
ら
し
た
。
文
人
た

ち
の
別
荘
等
が
立
ち
並
ん
で
い
た
か
ら
だ
。
小

林
ら
４
人
の
市
職
員
が
勤
務
す
る
文
化
施
設
室

の
管
理
す
る
と
こ
ろ
は
起
雲
閣
を
含
め
て
10
施

設
あ
る
。
▽
澤
田
政
廣
記
念
美
術
館
（
文
化
勲

章
受
章
彫
刻
家
の
作
品
等
）
▽
伊
豆
山
郷
土
資

料
館
（
伊
豆
山
神
社
や
郷
土
の
宝
物
）
▽
旧
日

向
別
邸
（
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
設
計
の
地
下
室
）

▽
池
田
満
寿
夫
・
佐
藤
陽
子
創
作
の
家
（
２
人

の
旧
居
）
▽
池
田
満
寿
夫
記
念
館
（
元
工
房
）

▽
中
山
晋
平
記
念
館
（
作
曲
家
の
旧
宅
）
▽
凌

寒
荘
（
歌
人
・
佐
佐
木
信
綱
の
旧
邸
）
▽
彩
苑

（
作
家
杉
本
苑
子
の
旧
邸
）
▽
双
柿
舎
（
坪
内

逍
遥
の
旧
邸
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
市
の
所
有

施
設
が
８
カ
所
だ
。
こ
の
な
か
で
指
定
管
理
者

を
選
定
し
て
民
間
活
力
で
運
営
す
る
事
例
は
起

雲
閣
だ
け
だ
。
施
設
の
多
く
は
親
族
や
関
係
者

か
ら
の
寄
贈
を
受
け
て
市
が
直
営
で
保
存
と
顕

彰
活
動
を
続
け
て
い
る
。
と
は
い
え
、
小
林
に

よ
る
と
、
亡
く
な
っ
た
あ
と
の
文
化
人
ゆ
か
り

の
場
所
は
ど
う
し
て
も
話
題
に
の
ぼ
り
に
く

く
、
集
客
し
に
く
い
面
が
あ
る
。
経
費
も
か
か

る
な
ど
の
課
題
が
山
積
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

起
雲
閣
で
展
開
さ
れ
て
い
る
市
民
主
導
に
よ
る

文
化
施
設
運
営
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
大
き

な
意
義
が
あ
る
の
だ
。

中
島
ら
は
毎
日
午
前
７
時
30
分
に
出
勤
し

て
玄
関
な
ど
に
水
を
打
つ
。
そ
ん
な
話
を
聞
い

て
い
る
う
ち
に
興
味
深
い
こ
と
に
気
付
い
た
。

中
島
や
千
葉
は
旅
館
業
界
の
出
身
で
は
な
い
け

れ
ど
、
親
し
い
友
人
や
学
校
の
友
達
に
旅
館
業

関
係
者
が
身
近
に
い
た
。
小
林
は
祖
父
が
旅
館

の
板
長
、
父
も
か
つ
て
旅
館
で
調
理
師
を
務
め

て
い
た
。「
小
中
学
校
の
ク
ラ
ス
仲
間
が
40
人

余
り
だ
っ
た
時
代
に
級
友
10
人
ほ
ど
の
保
護
者

は
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
保
養
所
に
勤
め
て
い
た
」

（
小
林
）。
こ
の
よ
う
に
熱
海
市
民
に
は
「
お
も

て
な
し
」
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。（
敬
称
略
）


